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# コメント

日 

項目 資料 コメント内容 状態 回答日 回答・方針 

        

性や強度が供用期間中に変化することはない。 

158 2023/10/20 バスケッ

ト材料 

GK04-SC-V06 

Rev.2 P16 

製造管理規定において、応力除去焼鈍の後にレーザー溶接

を行う工程となっている理由を説明すること。 

済 2023/10/20 

(口頭) 

JSME 金属キャスク構造規格において、SG295 及び

その溶接部の材料区分は、溶接後熱処理を必要とす

るものに該当しない。応力除去焼鈍は、冷間加工に伴

うひずみ時効による脆化を抑制するためのものと考

えており、冷間加工後に応力除去焼鈍を行う。 

レーザー溶接後の熱処理は考えていない。 

159 2023/10/20 バスケッ

ト材料 

GK04-SC-V06 

Rev.2 P13 

現状示されている材料強度は、応力除去焼鈍により変化す

する可能性があり、実際に供用する材料の強度への影響が

懸念されることについて説明すること。 

 2023/11/22 応力除去焼鈍の保持温度は、冷間加工によって導入

された残留応力の除去を目的とし、オーステナイト

結晶が生じ始める温度以下（700℃前後）で短時間の

加熱保持を計画している。追加材料試験により、設計

用強度に影響を与えない適切な応力除去焼鈍の条件

を確認する予定であることから、応力除去焼鈍が材

料の強度や靱性に影響を及ぼすことはない。 

160 2023/10/20 バスケッ

ト材料 

GK04-SC-V06 

Rev.2 P15 

アルミキルド鋼の製造において、アルミニウムを添加する

工程を説明すること。 

 2023/11/22 確認した結果、一般的にアルミキルド鋼を製造ずる

熱間圧延では、純酸素転炉でアルミニウムが添加さ

れる。 

161 2023/10/20 バスケッ

ト材料 

GK04-SC-V06 

Rev.2 P16 

応力除去焼鈍時における材料の姿勢を説明すること。 

また、応力除去焼鈍における製品の変形について説明する

こと。 

済 2023/10/20 

(口頭) 

応力除去焼鈍時の製品の姿勢は横置きとなる。 

短い保持時間の応力除去焼鈍を計画していることか

ら、製品が変形するおそれはない。 

162 2023/10/20 バスケッ

ト材料 

GK04-SC-V06 

Rev.2 P13 

応力除去焼鈍及び応力除去焼鈍によりひずみ時効が抑制で

きることについて説明すること。 

 2023/10/20 

(口頭) 

応力除去焼鈍とは、熱処理のひとつであり、加熱炉等

で設定した温度に一定時間保持することで材料内の

残留応力を除去する目的で施される。 

冷間で曲げ等の加工を施すと材料内にひずみが生じ
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# コメント

日 

項目 資料 コメント内容 状態 回答日 回答・方針 

        

るため、材料の結晶組織に転位が生じることになる。 

溶質原子の C（炭素）や N（窒素）は熱を加えること

により拡散（熱エネルギーにより駆動力が与えられ

原子が移動する現象）し、時間の経過（原子には固有

の移動距離があり固溶原子の移動距離は経過時間に

よって異なる）とともに転位に辿り着き侵入して固

着することにより、曲げた状態（加工硬化した状態）

を固定するようになって材料が硬くなるという現象

がひずみ時効である。 

溶質原子である炭素や窒素が転位に侵入しなけれ

ば、ひずみ時効が生じることはなく、応力除去焼鈍に

よりひずみが減少すれば転位も減少するため、C（炭

素）や N（窒素）が転位を固着することがなくなるこ

とになる。 

したがって、応力除去焼鈍によりひずみ時効が抑制

できると考えられる。 

(GK04-SC-Z03 Rev.0 補足説明資料 1-2 別紙 2) 

163 2023/10/20 バスケッ

ト材料 

GK04-SC-V06 

Rev.2 P13 

応力除去焼鈍によってひずみ時効が抑制できることについ

て、根拠となる文献を明確に示すこと。 

 2023/11/22 拝承。 

GK04-SC-Z03 Rev.0 補足説明資料 1-2 別紙 2-7 に

示す。 

164 2023/10/20 バスケッ

ト材料 

GK04-SC-V06 

Rev.2 P12 

SG295 について、申請の範囲及び設計方針を示すこと。  2023/11/22 拝承。 

GK04-SC-V05 Rev.1 に示す。 

165 2023/10/20 遮蔽 GK04-SC-V06 

Rev.2 P21 

GK04-SC-01 

概要説明資料と補足説明資料で説明が異なるように読め

る。両者は整合した説明となるべきである。 

概要説明資料では三次元解析の結果だけで説明しているよ

 2023/11/22 概要説明資料及び補足説明資料を修正し、三次元解

析の結果に基づいて問題ないという趣旨の説明とす

る。(GK04-SC-V06 Rev.3 P.16~P.17、GK04-SC-D01 
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Rev.4 

別紙 9-9 

うであり、補足説明資料では二次元解析の結果との比較に

基づいて説明しているようである。 

Rev.5(DRAFT) 別紙 9-8～9) 

166 2023/10/20 遮蔽 GK04-SC-

D01 Rev.4 

P20 

表 3-3 に記載されている値はライブラリに依存する中性子

の過小評価の可能性がある値であり、それを考慮しても問

題無いことを確認しているならば、それが分かるように備

考等に記載すること。 

 2023/11/22 表 3-3 の備考に、中性子の線量当量率過小評価につ

いての記載を追記した。 

(GK04-SC-D01 Rev.5(DRAFT) P.20) 

167 2023/10/20 遮蔽 GK04-SC-

D01 Rev.4 

別紙 9-8 

統計誤差を伴うモンテカルロ法による解析結果を比較する

場合、統計誤差を考慮する必要がある。解析結果に統計誤差

に関する記載を追記し、それを踏まえても成り立つ説明と

すること。 

 2023/11/22 解析結果を確認したところ、表面における解析結果

は必ずしも説明に十分な統計誤差になっていなかっ

たため、統計誤差がより小さくなるよう解析を延長

した結果に修正した。合わせて、表面から 1m の結果

も示し、統計誤差を考慮しても説明は成り立つと判

断した。(GK04-SC-D01 Rev.5(DRAFT) 別紙 9-8～

11) 

168 2023/10/20 遮蔽 GK04-SC-

D01 Rev.4 別

紙 7 

別紙 7 で比較している Hitz-B52 型の評価で適用されてい

るライブラリは同じ（DLC-23/CASK ライブラリ）か。 

 2023/10/20 

(口頭) 

同じである。 

169 2023/10/20 遮蔽 GK04-SC-

D01 Rev.4 別

紙 6 

補足説明資料 16-3 別紙 6 で DLC-23/CASK ライブラリと

MATXSLIB-J33 の比較を行っているが、DLC-23/CASK ラ

イブラリを選択したのは何故か。 

 2023/10/20 

(口頭) 

適用実績があるため、また、別紙 5 に示す実際の試

験結果との比較も DLC-23/CASK ライブラリを適用

した場合であり妥当性を確認しているためである。 

 


